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１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

日常生活における科学的な思考ができて、化学分野での基礎的な知識･技能が身につく事を目

標とする。そのために物質を構成する原子や成分としての元素の理解を中心としてプリントや小

テストを活用し、また検証作業としての化学実験の基本操作についても個別の実技テストなどで

習得の確認を行い、科学的な思考力・判断力及び表現力の育成、また入試にも向けた確かな学力

の定着を図る。 

２ 学習の到達目標 

・化学の学習内容が日常生活や社会と関わることを知り、身近な物質への関心を高める。 

・主体的に観察・実験などに取り組むことにより科学の方法を学び、探求能力と態度を身につける。 

・化学の基本概念や原理･法則を理解し身のまわりの現象をとらえる。 

・物質とその変化への関心を高め、目的意識を持って観察･実験をおこない、日常生活の中でその知識

を生かして問題解決への取り組みができるようにする。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

身のまわりの物質

について、その成り立

ちや特徴を知り、日常

生活にどう活用され

ているかを理解する。 

物質の特性や成り立

ちを観察・実験などの

結果から実証的，論理

的に考えたり，分析

的・総合的に考察した

りしてとらえ、問題解

決の手法を考えて表現

する。 

実験器具をその目

的に照らし合わせて

正しく操作し、その

結果正しく処理する

ことによって目標と

するデータを手に入

れることができる。 

観察，実験などの

データや、基本概

念・法則を通して正

しい知識を身につ

ける事ができる。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

探究活動の記録、発表 

 

学習状況の観察 

ノートやワークシート

の記述 

探究活動の記録、発表 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやワークシート

の記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめる。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分して評価する。 

  



４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

物
質
と
そ
の
構
成
要
素
・化
学
結
合 

物質の分離と元素 ○  ○ ○ ａ:身のまわりの物質について、その性質

や特徴を知り、分類する 。 

b: 物質の状態や性質を、原子の状態か

ら理解する。 

c:物質の性質や成り立ち（構造）を観察・

実験を通して理解する。   

d:物質の成り立ちを原子や分子、イオン

の状態から判断し、理解する。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワーク

シート 

観察・実験 

定期考査 

物質の三態  ○  ○ 

原子の成り立ちと電子配置  ○   

元素の周期律と周期表 ○  ○  

イオン結合  ○  ○ 

共有結合と分子   ○ ○ 

金属結合    ○ 

２
学
期 

物
質
量
と
化
学
反
応
式
・酸
塩
基
と
そ
の
反
応 

原子量・分子量・式量  ○  ○ a: 化学反応において、物質の量をどのよ

うに扱うかを理解する。 

b:化学変化における原子や分子、イオン

のはたらきを考察し、説明できる。 

c:化学変化で起こることを、実験や観察

によって検証する。 

d:化学変化を原子や分子、イオンの変化

やはたらきで理解する。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワーク

シート 

観察・実験 

定期考査 

 

物質量と粒子数､質量､体積  ○  ○ 

溶解と濃度 ○ ○   

化学反応式と量的関係  ○ ○ ○ 

酸・塩基と分類 ○    

水素イオン濃度とｐＨ  ○  ○ 

中和と塩、中和滴定   ○ ○ 

３
学
期 

酸
化
還
元
反
応 

酸化と還元、酸化数 ○   ○ a:酸化･還元によってどのような反応が

起こり、利用されているかを知る。 

b:酸化還元反応をイオンや電子の動きで

判断・説明できる。 

 c:実験観察によって酸化還元を検証す

る。 

d:酸化還元反応を水素イオンや電子の授

受で理解する。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワーク

シート 

観察・実験 

定期考査 

酸化数と酸化剤・還元剤  ○ ○  

金属のイオン化傾向  ○ ○  

電池と電気分解 ○   ○ 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元） 

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて 

いる。 


